
冒
頭
、
自
治
連
合
会
の
川
相

益
一
会
長
が
「
皆
様
に
は
自
治

会
活
動
に
ご
尽
力
頂
き
有
り
難

い
。
今
後
と
も
宜
し
く
願
い
ま

す
」
と
挨
拶
。
役
員
承
認
に
続

い
て
井
原
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
の
川
相
肇
会
長
と
大
坪
正
広

民
生
児
童
委
員
が
、
お
年
寄
り

を
見
守
る
福
祉
委
員
活
動
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

両
氏
は
「
各
組
自
治
会
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
な
時
代
に

な
っ
た
こ
と
を
是
非
と
も
ご
理

解
頂
き
た
い
」
な
ど
と
、
地
域

で
果
た
せ
る
互
助
の
役
割
を
強

調
。
現
行
一
世
帯
百
円
の
社
会

福
祉
会
費
を
来
年
度
か
ら
引
き

上
げ
る
動
き
が
あ
る
こ
と
も
示

唆
し
た
。

続
い
て
新
年
度
予
算
を
山
岡

弘
幸
会
計
が
各
項
目
ご
と
に
読

み
上
げ
、
原
案
ど
お
り
承
認
。

五
月
二
十
四
日
に
開
催
さ
れ
る

第
十
回
井
原
町
大
運
動
会
に
つ

い
て
は
、
谷
和
政
福
祉
体
育
部

長
が
種
目
ご
と
に
説
明
を
行

い
、
各
組
へ
一
～
二
名
程
度
の

選
手
を
割
り
当
て
た
。

平
成
二
十
一
年
度
倉
掛
少
年

団
及
び
育
成
会
の
新
役
員
と
年

間
行
事
予
定
が
決
ま
っ
た
。

育
成
会
の
山
元
幸
治
会
長
は

「
皆
様
の

ご
支
援
を

頂
き
な
が

ら
、
フ
ァ

イ
ト
溢
れ

る
活
動
を

目
指
し
た

い
」
と
抱

負
を
述
べ

て
い
る
。

人
手
を
要
す
る
奉
仕
作
業
等

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
地
域

へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
く

方
針
。

◇

◇

〈
倉
掛
少
年
団
育
成
会
〉

会

長

山
元

幸
治

副
会
長

小
川

泰
之

副
会
長

山
岡

秀
男

副
会
長

坂
野

由
紀

副
会
長

吉
岡
富
貴
子

会

計

川
上

泰
宏

◇

◇

〈
倉
掛
少
年
団
〉

団

長

山
岡

友
紀

副
団
長

山
元
菜
々
美

◇

◇

〈
前
期
行
事
予
定
〉

５
／
17

倉
掛
公
園
・
堤
清
掃

５
／
24

井
原
小
運
動
会

６
／
７

春
季
資
源
回
収

６
／
21

井
原
学
区
球
技
大
会

７
／
20

夏
季
ラ
ジ
オ
体
操

７
／
25

キ
ャ
ン
プ

８
／
２

倉
掛
公
園
清
掃

８
／
23

Ｐ
Ｔ
Ａ
奉
仕
作
業

倉
掛
婦
人
会
は
四
月
十
八
日

夜
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
新

年
度
の
顔
合
わ
せ
総
会
を
開

き
、
支
部
役
員
を
は
じ
め
、

各
組
長
ら
関
係
者
二
十
六
人

が
出
席
し
た
。

開
会
に
先
立
ち
丸
山
節
子

支
部
長
が
「
力
を
合
わ
せ
て

楽
し
い
倉
掛
婦
人
会
を
目
指

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協

力
を
宜
し
く
」
と
挨
拶
。

年
間
活
動
や
会
費
集
金
に

関
す
る
説
明
、
井
原
町
大
運

動
会
の
選
手
依
頼
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

二
十
一
年
度
関
係
役
員
は
次

の
六
人
。

〈

井
原

婦

人
会

〉

本

部

谷

典
子

〈

倉

掛

婦

人

会

〉

支
部
長

丸
山

節
子

副
支
部
長

文
化
教
養

山
岡

朗
子

福
祉
生
活

藤
井

清
香

保
健
体
育

笠
原
み
ほ
子

会

計

吉
川
理
津
子

倉
掛
公
民
館
の
利
用
予
約
受

付
な
ど
を
本
年
度
か
ら
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー
（
つ
ど
え
～
る
）

の
指
定
管
理
者
で
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

井
原
が
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

倉
掛
自
治
連
合
会
は
平
成
十

七
年
四
月
、
市
と
賃
貸
契
約
を

結
び
、
つ
ど
え
～
る
の
二
階
へ

公
民
館
を
開
設
。
以
来
四
年

間
、
倉
掛
15－

２
組
井
上
勝
史

さ
ん
（

勝
栄
自
動
車
）
に
予

約
窓
口
な
ど
を
依
頼
し
て
き

た
。
昨
年
四
月
よ
り
常
駐
し
て

い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
窓
口
代
行

に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、

「
対
応
可
能
」
と
の
判
断
が
示

さ
れ
た
も
の
。

川
相
自
治
連
合
会
長
は
「
井

上
さ
ん
に
は
本
当
に
間
お
世
話

に
な
り
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
、
長
期
間
の
協
力
に
感

謝
し
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
あ
す
は
は
、
新
年
度
役
員
人

事
を
行
い
、
代
表
に
13－

１
組

田
原
耕
太
郎
さ
ん
、
会
計
に
８

組
渡
辺
照
子
さ
ん
を
決
め
た
。

平
成
十
五
年
九
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
倉
掛
地
区
の
サ
ロ
ン
活

動
は
昨
年
、
五
周
年
の
区
切
り

を
迎
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
川

相
肇
さ
ん
か
ら
田
原
さ
ん
へ
バ

ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
も
の
。
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井原市井原町倉掛
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倉 掛 自 治 連 合 会
倉 掛 婦 人 会
倉 掛 少 年 団 育 成 会
消防井原分団第３部

（１）

倉掛自治会 http://www.ibara.ne.jp/~kurakake/

１ 組（10）仁城 利夫
２ 組（ 5）若林 則義
３ 組（12）植本 恭弘
４ 組（ 5）山本 末男
５－１組（12）山岡 教弘
５－２組（13）村上 正貴
６ 組（11）倉橋 俊彦
７ 組（ 9）丸山 茂子
８ 組（20）原田 明
９ 組（ 5）妹尾 稔
10 組（ 5）土井 則男
11 組（ 6）山口 政春
12－１組（ 7）渡辺 芳文
12－２組（14）西村 裕明
13－１組（ 6）小林 和幸
13－２組（14）浜田 精三
13－３組（18）佐能 義章
14 組（11）片岡 正年
15－１組（10）田中 博
15－２組（ 7）井上 勝史
16 組（17）川田 昭典
17 組（ 9）吉川 清
18－１組（ 8）濱田 好宏
18－２組（ 9）森 泰孝
18－３組（ 8）小寺 政志
※敬称略・カッコ内は世帯数

写真左から＝笠原みほ子、藤井清香、丸山
節子、山岡朗子、吉川理津子（敬称略）

平
成
二
十
一
年
度
倉
掛
自
治
会
予
算
総
会
が
四
月
十
一
日

に
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
各
組
自
治
会
長
ら
四
十

四
人
が
出
席
、
高
齢
者
の
見
守
り
要
請
を
は
じ
め
、
新
年
度

予
算
案
や
井
原
町
大
運
動
会
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

総
会
で
協
力
呼
び
掛
け

予算総会

会長に山元幸治さん

倉掛婦人会

サ
ロ
ン
あ
す
は

育
成
会

写真下＝前列左から坂野由紀、山元幸治、吉岡富
貴子、後列左から小川泰之、山岡秀男、川上泰宏
（敬称略）

井
上
さ
ん
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ

倉掛公民館

各

組

自
治
会
長

男子 女子 計

６年 ２ ４ ６

５年 ３ ３ ６

４年 ５ ３ ８

合計 １０ １０ ２０



川
相
肇
代
表
の
挨
拶
に
続
い

て
井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

橋
本
恭
子
講
師
が
「
動
く
・
笑

う
・
話
す
こ
と
が
健
康
の
秘

訣
」
と
、
音
楽
に
乗
っ
て
身
体

を
動
か
す
ゴ
ム
ひ
も
体
操
と
沖

縄
踊
り
を
指
導
、
参
加
者
ら
は

笑
顔
で
取
り
組
ん
だ
。

続
い
て
宮
坂
流
傘
踊
り
「
か

ざ
ぐ
る
ま
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー

六
人
が
「
男
の
人
生
浪
花
節
」

な
ど
五
曲
に
乗
っ
て
歯
切
れ
良

く
踊
る
と
、
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
た
。

二
部
の
食
事
会
で
は
、
境
内

の
桜
を
眺
め
な
が
ら
会
話
に
花

を
咲
か
せ
た
。

井
原
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

主
催
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
交
流
会

が
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
三
月

七
日
午
前
十
時
よ
り
開
か
れ
、

井
原
町
内
の
お
年
寄
り
や
民
生

児
童
委
員
、
愛
の
会
の
関
係
者

ら
約
九
十
人
が
参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
っ
て
同
会
の
川

相
肇
会
長
が
「
本
日
は
よ
う
こ

そ
。
ご
準
備
を
頂
い
た
交
流
会

を
し
っ
か
り
と
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。
福
祉
連
絡
員
に
よ
る
高
齢

者
見
守
り
ネ
ッ
ト
に
も
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
」
な
ど

と
挨
拶
し
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

に
入
っ
た
。

今
回
は
ナ
ツ
メ
ロ
歌
謡
シ
ョ

ー
が
企
画
さ
れ
、
ゲ
ス
ト
に
ア

マ
チ
ュ
ア
音
楽
家
と
し
て
広
く

活
躍
を
し
て
い
る
倉
橋
一
郎
さ

ん
（
倉
掛
７
組
）
と
藤
代
直
人

さ
ん
（
猪
原
）
が
招
か
れ
た
。

二
人
は
ギ
タ
ー
を
手
に
「
リ
ン

ゴ
の
歌
」
「
蘇
州
夜
曲
」
「
ふ

る
さ
と
」
な
ど
七
曲
を
披
露
。

一
曲
終
わ
る
ご
と
に
会
場
は
大

き
な
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

こ
の
あ
と
参
加
者
は
笑
い
と

健
康
に
関
す
る
講
話
や
会
食
懇

談
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

井
原
市
は
四
月
か
ら
毎
月
第

二
土
曜
日
（
午
前
七
時
三
十
分

～
午
前
九
時
・
市
役
所
南
駐
車

場
）
の
資
源
ゴ
ミ
の
日
に
合
わ

せ
て
行
う
廃
食
油
回
収
の
モ
デ

ル
地
区
に
、
倉
掛
と
夏
目
を
指

定
し
た
。

使
用
済
み
の
天
ぷ
ら
油
（
廃

食
油
）
は
、
精
製
に
よ
っ
て
軽

油
に
代
わ
る
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ

ル
燃
料
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
が
可

能
。
購
入
時
の
容
器
又
は
１
・

５
㍑
、
２
㍑
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

へ
入
れ
て
持
参
す
る
。
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5/ 3  消防団第３部試運転日
5/ 9  古紙・古着等回収

午前７時30分～９時
5/15  事業所自治会費集金日
5/16  自治連合会防犯パトロール
5/17  倉掛少年団公園・堤清掃作業
5/17  岡山県消防操法訓練大会
5/17～24 倉掛全戸溝掃除
5/23  井原町大運動会準備

午後１時～ 井原小
5/24  第10回井原町大運動会

午前８時40分～
6/ 7  消防団第３部試運転日
6/ 7  汚泥積み込み

消火器薬剤入替
午前８時30分～

6/ 7  倉掛少年団資源回収
午前８時30分～

6/20  自治連合会防犯パトロール
6/21  少年団・学区球技大会

（２）

◆ 行 事 予 定 ◆倉 掛 ほ っ と 情 報
■４月６日から行われた春の全国交通安全運

動の期間中、倉掛婦人会役員らはＪＡ岡山西

前交差点に立ち、登校する児童らへ「おはよ

う、気をつけてね」と安全を呼び掛けた。

■ふれあい・いきいきサロンあすは（田原耕

太郎代表）が平成２１年度会員の募集を開始

した。自治会の回覧文書に記載の担当者へ電

話等で申し込む。

■自治連合会が行っていた消毒液の配分が本

年度より中止となった。下水道の整備以後、

噴霧器を使って消毒をする家庭が減り、ここ

２年はゼロとなっていた。自治連合会の松井

憲司環境部長は「災害発生等によって消毒の

必要性が生じた場合のみ対応することになり

ました」と話している。

郷
社
足
次
山
神
社
の
春
季
大
祭
が
四
月
四

日
に
執
り
行
わ
れ
た
。
今
年
は
あ
い
に
く
の

雨
。
参
拝
者
も
や
や
少
な
く
、
露
天
商
の
人

た
ち
は
残
念
そ
う
に
空
を
見
上
げ
て
い
た
。

翌
日
の
五
日
は
快
晴
。
桜
橋
公
園
で
は
井

原
町
ま
ち
づ
く
り
の
会
主
催
の
桜
祭
り
が
行

わ
れ
、
各
自
治
連
合
会
な
ど
の
協
力
に
よ
る

模
擬
店
や
鏡
獅
子
太
鼓
な
ど
で
賑
わ
っ
た
。

井原町桜まつり散策ウオークで小田川堤を歩
く参加者＝倉掛裏

倉橋さんら出演

ふれあい・いきいきサロンあす

はが４月３日、郷社境内で交流会

を開き、会員４３人が五分咲きの

桜と暖かな日差しの下で演芸や花

見を楽しんだ。

傘

踊

り

「
お
見
事
」


